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就学日 ～ まで

休学日 ～ まで

目的 活動例

目的 活動例

目的 活動例

目的 活動例

目的 活動例

〇ADLプログラムで入浴や日常生活動作を練習し、身の回りの事を自分でできるようにサポートします。衣類の着脱・
シャワーの使い方・洗髪・洗身・洗顔・ドライヤー・髭剃り（高校生男児で希望があれば）などの練習を行います。
〇エアロビ（毎月1回音楽に合わせたエアロビクス）講師の先生を招き、音楽に合わせて体を動かす事で、健康維持や
体力向上を促します。楽しく運動しながら体を動かす楽しさを感じてもらいます。

健康・生活

〇レッドコードを導入しています。体に余計な負荷をかけずに運動できます。運動強度の調整が自在な為、 個々の身
体の機能のレベルに合わせて楽しくエクササイズできます。柔軟性や身体機能の向上を促します。
〇体幹トレーニング：基本的な体幹トレーニングを行い、バランスや姿勢の向上を目指します。運動器具（例　バランス
ボールや踏み台昇降）などを使用し感覚を刺激します。
〇感覚遊び（指先を使った工作）：アイロンビーズやビーズ通し、折り紙、ハサミ工作など指先を使う活動で手指の感
覚を養います。精密な動作を通じて感覚の認識力を高めていきます。

運動・感覚

他者との協力や協調を学び、社会的なルールを身に着ける イベントプログラム・就労プログラム

身体の発達を促進し、感覚の認識力を高めます 運動プログラム・創作プログラム

思考力や自己管理、問題解決能力を高め、適切な行動を
学ぶ

学習プログラム・就労プログラム

言葉を使った円滑なコミュニケーション能力を育む SSTプログラム・イベントプログラム

エアロビ・英会話教室・トマト狩り・すいか割り・プール活動・職場体験（一般企業・入所施設（生活介護）の作業体験・
就労B作業体験）・ハロウィンパーティー・芋掘り・焼き芋体験・クリスマス会・餅つき・大掃除・初詣・卒園式主な行事等

家族支援
家庭での子どもの成長や生活面での困りごとなどをサポー
トします。将来に向けての日中一時支援や短期入所
（ショートステイ）などの体験などサポートします。

子どもたちの社会・就労への移行を支援します。就労ト
レーニングや職場体験を通じて、社会生活に必要なスキ
ルを身につける機会を提供し、保護者と共にスムーズな
移行を実現できるように支援します。

移行支援

地域支援
地域連携

地域と同法人で毎年主催している海岸でのビーチサッ
カー大会に観戦に行き、出店や縁日などを通して地域と
の方との交流を図ります。

職員の質の向上

職員の専門知識やスキル向上を目指し、外部の研修に
も参加してもらい、定期的に職員研修を実施します。職
員同士の情報共有や職員が働きやすいように環境やメ
ンタルケアにも配慮し、質の高い支援が提供できるよう
に取り組みます。

営業時間
送迎実施

有無 あり

日常生活に必要な基本的な自立を促し、健康な生活習慣
を身につける

ADLプログラム・イベントプログラム

支　援　内　容

〇イベントプログラムとして様々なイベントを行います。職場体験（一般企業・就労B作業所・入所施設）やグループ活
動を通じて、他者との関わり方や協力する力を養います。室内行事、みかん狩り・クリスマス会・餅つきなどではチーム
ワークや役割分担を理解し集団での協力や役割分担を経験し、社会で必要な行動規範を身につけます。

人間関係
社会性

子どもたちが毎日笑顔で安心できる第2の家のような温かい環境を提供します。遊びの中での療育をテーマに、楽し
さと学びが共存する空間で、心身の成長をサポートします。自立に向けた就労プログラムやADLプログラムを通じて、
将来に充実した未来を歩んでいけるように支援します。また、単なる支援の場ではなく、子どもたちが成長し、自己肯
定感を高めるための「第2の家」として、心の安らぎと温かいコミュニケーションを大切にします。

法人（事業所）理
念

13時 18時

9時　30分 15時　30分

〇日々の宿題やパソコンを使っての視覚認知を行います。パソコンの操作方法から学び、ゲーム感覚で視覚的な課
題に取り組むことで、視覚認知能力を高め、情報処理能力を向上させます。
〇図形認識トレーニングではさまざまな図形を認識し、選択・分類することで視覚認知力を養います。
〇認識トレーニングでは　視覚的なパターンや順番を認識する課題に取り組むことで、注意力や集中力を高めていき
ます。
〇色や形を使った記憶トレーニングでは、色や形を記憶し、後で正しく答えることで、視覚的な記憶力を鍛えていきま
す。
〇就労プログラムとして軽作業の練習を行います。紐通し・結び・計量作業・組み立て作業・袋詰め・箱詰め作業など
手順を守りながら行う作業で自己管理能力や問題解決能力を育てます。
〇指示理解トレーニング：指示に従って作業を進め、正しい順序で行動する事を学ぶ練習です。自分で考えて行動す
る力も一緒に育む事を目指します。

認知・行動

〇英会話教室：英語の講師の方を招き英語の歌やビンゴなどを通じて、楽しく英語を学びながら言葉の使い方を身に
つけます。音楽や遊びを通して英語に親しみながら他者との交流を図り、コミュニケーション能力を高めていきます。
〇SSTプログラムとしてジェンガやトランプなどを活用し、ゲームを通じて順番を守る、ルールを理解する、相手に対して
の適切な言葉使いを学びます。問題の解決や計画性、コミュニケーション力を養っていきます。また、ゲーム内での会話
を通じて、他者と意見を交換したり、順番を守るなどのコミュニケーションを実践的に学びます。基本的な挨拶や感情
の表現を学び、言語表現を豊かにするための練習を行います。

言語
コミュニケー

ション

本
人
支
援

支援方針

〇遊びの中での療育…遊びを通じて社会性やコミュニケーション能力を育み、楽しさの中で成長できる支援を行いま
す。
〇自立支援の強化…就労プログラムやADLプログラムを中心に自分でできる事を増やし、将来に向けた自立を促進し
ます。
〇個別対応支援…子ども一人ひとりの特性に合わせて個別支援を行い、成長のペースを見守りながらサポートしま
す。


